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２学年 台湾見学旅行報告会 
11 月 21 日に、先月実施した台湾見学旅行についての報告会を体育館で実施しました。

当日は、保護者や地域の方、大樹中学校２年生全員にお越しいただき、また、来年行く予

定の本校 1年生全員を含めて参加してもらいました。 

 義守大学生との交流、大樹區訪問、パイナップル農園体験、故宮博物院見学などのテー

マごとの発表とグループごとの自主研修についての報告を各自の感想を交えながら、スラ

イドを用いて発表しました。帰国してから１か月ほど経ちましたが、どの生徒からも「行

ってよかった。」「良い勉強、経験となった。」といったコメントがありました。発表という

形でまとめることで、何を学び、得て、感じたのかを一人ひとりが整理することができ、

今後の探究活動にもつながります。 

 改めまして、本校の見学旅行に多大な支援をいただき、大樹町に感謝申し上げます。 

 

  

  

 

 

「教育におけるユニバーサルデザイン」教員研修会 
 11 月 21 日に、「みんなのガッコウ」代表社員・日光 梓氏を講師として迎え、研修会を

実施しました。 

本校では、平成 27 年度から３年間の文部科学省指定事業の一環として、「授業のユニバ

ーサルデザイン  ＵＤ）化」に取り組み、その後も「大樹スタンダード」として 10 年以上

経ちました。人事異動により、多くの教職員が入れ替わる中、今一度、「ＵＤ」についての

理解を深め、日頃の授業等に活かそう、本校のカリキュラムポリシーである「授業のＵＤ

化の深化」を図ろうということで、にじいろ委員会 サポート・特別支援委員会）主催で

行いました。当日は、大樹町内の小・中学校や帯広柏葉高校の先生方なども来校し、一緒

に学びました。 

 認知の仕方、特性の違いなどを、実習等を交えながら学び、生徒も先生も困らないよう

に最初から工夫する＝ＵＤ化を進めることで、授業の質が上がり、わかりやすい授業にな 

る、お互いの負担が減っていく、 

ちょっとしたこともＵＤ化につな  

がることを学ぶことができました。  

※ 日光先生は、本校の元教員。 

今の礎を作っていただきました。 

このまちの、すべてが教材です。


